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(57)【要約】
【課題】１つの発光制御駆動線を３行の画素回路に連結
して同時に発光させることにより、製造原価を節減して
歩留まりを向上させることのできる有機電界発光表示装
置を提供する。
【解決手段】本発明の有機電界発光表示装置は、発光制
御駆動部１３０が複数の発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏ
ｎ＿１～Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿ｎ／３によって構成され、
各発光制御駆動部（例えば、第１発光制御駆動部Ｅｍｉ
ｓｓｉｏｎ＿１）から出力される発光制御信号を３つの
画素回路部（例えば、第１画素回路部ＰＳ＿１～第３画
素回路部ＰＳ＿３）に供給するようにしたことを特徴と
する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クロック線、負クロック線、初期駆動線と電気的に連結され、第１発光制御線に第１発
光制御信号を出力する第１発光制御駆動部と、
　前記第１発光制御線に電気的に連結された第１画素回路部と、
　前記第１発光制御線に電気的に連結された第２画素回路部と、
　前記第１発光制御線に電気的に連結された第３画素回路部と
を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記第１発光制御駆動部は、第１クロック端子が前記クロック線に電気的に連結され、
第２クロック端子が前記負クロック線に電気的に連結され、入力端子が前記初期駆動線に
電気的に連結され、出力端子が前記第１発光制御線に電気的に連結されて前記第１発光制
御信号を出力し、負出力端子が第１負発光制御線に電気的に連結されて第１負発光制御信
号を出力することを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項３】
　前記第１負発光制御信号は、第２発光制御駆動部の入力信号であることを特徴とする請
求項２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記第１画素回路部は、第１走査駆動線と第１データ線乃至第ｍデータ線との間に電気
的に連結された有機電界発光表示パネルの第１行目の画素回路であることを特徴とする請
求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記第２画素回路部は、第２走査駆動線と第１データ線乃至第ｍデータ線との間に電気
的に連結された有機電界発光表示パネルの第２行目の画素回路であることを特徴とする請
求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　前記第３画素回路部は、第３走査駆動線と第１データ線乃至第ｍデータ線との間に電気
的に連結された有機電界発光表示パネルの第３行目の画素回路であることを特徴とする請
求項１乃至請求項５のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項７】
　前記第１画素回路部乃至前記第３画素回路部は、前記第１発光制御信号が印加されると
、同時に発光することを特徴とする請求項１乃至請求項６のいずれか１項に記載の有機電
界発光表示装置。
【請求項８】
　前記第１発光制御駆動部は、
　前記初期駆動線と第１電源電圧線との間に電気的に連結された第１スイッチング素子と
、
　前記クロック線に制御電極が電気的に連結されて前記第１スイッチング素子と前記第１
電源電圧線との間に電気的に連結された第２スイッチング素子と、
　前記第１スイッチング素子と前記第２スイッチング素子との間に制御電極が電気的に連
結され、前記第２スイッチング素子と前記負クロック線との間に電気的に連結された第３
スイッチング素子と、
　前記第２スイッチング素子と前記第３スイッチング素子との間に制御電極が電気的に連
結され、前記第１電源電圧線と第２電源電圧線との間に電気的に連結された第４スイッチ
ング素子と、
　前記クロック線に制御電極が電気的に連結されて前記第４スイッチング素子と前記第２
電源電圧線との間に電気的に連結された第５スイッチング素子と、
　前記第４スイッチング素子と前記第５スイッチング素子との間に制御電極が電気的に連
結され、前記第１電源電圧線と前記第２電源電圧線との間に電気的に連結された第６スイ
ッチング素子と、



(3) JP 2008-216960 A 2008.9.18

10

20

30

40

50

　前記第２スイッチング素子と前記第３スイッチング素子との間に制御電極が電気的に連
結され、前記第６スイッチング素子と前記第２電源電圧線との間に電気的に連結された第
７スイッチング素子と、
　前記第６スイッチング素子と前記第７スイッチング素子との間に制御電極が電気的に連
結され、前記第１電源電圧線と前記第２電源電圧線との間に電気的に連結された第８スイ
ッチング素子と、
　前記第４スイッチング素子と前記第５スイッチング素子との間に制御電極が電気的に連
結され、前記第８スイッチング素子と前記第２電源電圧線との間に電気的に連結された第
９スイッチング素子と
を含むことを特徴とする請求項１乃至請求項７のいずれか１項に記載の有機電界発光表示
装置。
【請求項９】
　前記第１スイッチング素子は、制御電極が前記クロック線に電気的に連結され、第１電
極が前記第３スイッチング素子の制御電極に電気的に連結され、第２電極が前記初期駆動
線に電気的に連結されていることを特徴とする請求項８に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１０】
　前記第１スイッチング素子は、制御電極が前記初期駆動線に電気的に連結され、第１電
極が前記第３スイッチング素子の制御電極に電気的に連結され、第２電極が前記初期駆動
線に電気的に連結されていることを特徴とする請求項８に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１１】
　前記第２スイッチング素子は、制御電極が前記クロック線に電気的に連結され、第１電
極が前記第１電源電圧線に電気的に連結され、第２電極が前記第３スイッチング素子の第
１電極と前記第４スイッチング素子の制御電極との間に電気的に連結されていることを特
徴とする請求項８乃至請求項１０のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１２】
　前記第３スイッチング素子は、制御電極が前記第１スイッチング素子の第１電極に電気
的に連結され、第１電極が前記第４スイッチング素子の制御電極と前記第７スイッチング
素子の制御電極との間に電気的に連結され、第２電極が前記負クロック線に電気的に連結
されていることを特徴とする請求項８乃至請求項１１のいずれか１項に記載の有機電界発
光表示装置。
【請求項１３】
　前記第４スイッチング素子は、制御電極が前記第２スイッチング素子と前記第３スイッ
チング素子との間に電気的に連結され、第１電極が前記第１電源電圧線に電気的に連結さ
れ、第２電極が前記第５スイッチング素子の第１電極と前記第６スイッチング素子の制御
電極との間に電気的に連結されていることを特徴とする請求項８乃至請求項１２のいずれ
か１項に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１４】
　前記第５スイッチング素子は、制御電極が前記クロック線に電気的に連結され、第１電
極が前記第６スイッチング素子の制御電極と前記第９スイッチング素子の制御電極との間
に電気的に連結され、第２電極が前記第２電源電圧線に電気的に連結されていることを特
徴とする請求項８乃至請求項１３のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１５】
　前記第６スイッチング素子は、制御電極が前記第４スイッチング素子と前記第５スイッ
チング素子との間に電気的に連結され、第１電極が前記第１電源電圧線に電気的に連結さ
れ、第２電極が前記第７スイッチング素子の第１電極と第８スイッチング素子の制御電極
との間に電気的に連結されていることを特徴とする請求項８乃至請求項１４のいずれか１
項に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１６】
　前記第７スイッチング素子は、制御電極が前記第２スイッチング素子と前記第３スイッ
チング素子との間に電気的に連結され、第１電極が前記第８スイッチング素子の制御電極
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と前記第１負発光制御線との間に電気的に連結され、第２電極が前記第２電源電圧線に電
気的に連結されていることを特徴とする請求項８乃至請求項１５のいずれか１項に記載の
有機電界発光表示装置。
【請求項１７】
　前記第８スイッチング素子は、制御電極が前記第６スイッチング素子と前記第７スイッ
チング素子との間に電気的に連結され、第１電極が前記第１電源電圧線に電気的に連結さ
れ、第２電極が前記第１発光制御線に電気的に連結されていることを特徴とする請求項８
乃至請求項１６のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１８】
　前記第９スイッチング素子は、制御電極が前記第４スイッチング素子と前記第５スイッ
チング素子との間に電気的に連結され、第１電極が前記第１発光制御線に電気的に連結さ
れ、第２電極が前記第２電源電圧線に電気的に連結されていることを特徴とする請求項８
乃至請求項１７のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１９】
　前記第３スイッチング素子の制御電極に第１電極が電気的に連結され、前記第２スイッ
チング素子と前記第３スイッチング素子との間に第２電極が電気的に連結された第１容量
性素子をさらに含むことを特徴とする請求項８乃至請求項１８のいずれか１項に記載の有
機電界発光表示装置。
【請求項２０】
　前記第９スイッチング素子の制御電極と第６スイッチング素子の制御電極との間に第１
電極が電気的に連結され、前記第８スイッチング素子と前記第９スイッチング素子と前記
第１発光制御線との間に第２電極が電気的に連結された第２容量性素子をさらに含むこと
を特徴とする請求項８乃至請求項１９のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２１】
　多段の発光制御駆動部を備えた有機電界発光表示装置の駆動回路において、
　前記発光制御駆動部は、
　初期駆動線または前段の発光制御駆動部の負発光制御線に連結された入力端子と、
　クロック信号が供給されるクロック線と前記クロック信号の位相を反転させた負クロッ
ク信号が供給される負クロック線とに電気的に連結された第１クロック端子及び第２クロ
ック端子と、
　前記入力端子から入力された入力信号、前記第１クロック端子または前記第２クロック
端子から入力されたクロック信号及び負クロック信号を受けて出力信号と負出力信号をそ
れぞれ出力する出力端子及び負出力端子と
を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置の駆動回路。
【請求項２２】
　前記発光制御駆動部は、
　前記入力端子と第１電源電圧線との間に電気的に連結された第１スイッチング素子と、
　前記第１クロック端子に制御電極が電気的に連結されて前記第１スイッチング素子と前
記第１電源電圧線との間に電気的に連結された第２スイッチング素子と、
　前記第１スイッチング素子と前記第２スイッチング素子との間に制御電極が電気的に連
結され、前記第２スイッチング素子と前記第２クロック端子との間に電気的に連結された
第３スイッチング素子と、
　前記第２スイッチング素子と前記第３スイッチング素子との間に制御電極が電気的に連
結され、前記第１電源電圧線と第２電源電圧線との間に電気的に連結された第４スイッチ
ング素子と、
　前記第１クロック端子に制御電極が電気的に連結されて前記第４スイッチング素子と前
記第２電源電圧線との間に電気的に連結された第５スイッチング素子と、
　前記第４スイッチング素子と前記第５スイッチング素子との間に制御電極が電気的に連
結され、前記第１電源電圧線と前記第２電源電圧線との間に電気的に連結された第６スイ
ッチング素子と、
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　前記第２スイッチング素子と前記第３スイッチング素子との間に制御電極が電気的に連
結され、前記第６スイッチング素子と前記第２電源電圧線との間に電気的に連結された第
７スイッチング素子と、
　前記第６スイッチング素子と前記第７スイッチング素子との間に制御電極が電気的に連
結され、前記第１電源電圧線と前記第２電源電圧線との間に電気的に連結された第８スイ
ッチング素子と、
　前記第４スイッチング素子と前記第５スイッチング素子との間に制御電極が電気的に連
結され、前記第８スイッチング素子と前記第２電源電圧線との間に電気的に連結された第
９スイッチング素子と
を含むことを特徴とする請求項２１に記載の有機電界発光表示装置の駆動回路。
【請求項２３】
　前記多段の発光制御駆動部を構成する第１発光制御駆動部は、前記第１クロック端子が
前記クロック線に電気的に連結され、前記第２クロック端子が前記負クロック線に電気的
に連結され、前記入力端子が前記初期駆動線に電気的に連結され、前記出力端子が第１発
光制御線に電気的に連結されて第１発光制御信号を出力し、前記負出力端子が第１負発光
制御線に電気的に連結されて第１負発光制御信号を出力することを特徴とする請求項２１
または請求項２２に記載の有機電界発光表示装置の駆動回路。
【請求項２４】
　前記多段の発光制御駆動部を構成する偶数番目の発光制御駆動部は、前記第１クロック
端子が前記負クロック線に電気的に連結され、前記第２クロック端子が前記クロック線に
電気的に連結され、前記入力端子が前段の発光制御駆動部の負発光制御線に電気的に連結
され、前記出力端子が偶数番目の発光制御線に電気的に連結されて発光制御信号を出力し
、前記負出力端子が偶数番目の負発光制御線に電気的に連結されて負発光制御信号を出力
することを特徴とする請求項２１乃至請求項２３のいずれか１項に記載の有機電界発光表
示装置の駆動回路。
【請求項２５】
　前記多段の発光制御駆動部を構成する前記第１発光制御駆動部を除いた奇数番目の発光
制御駆動部は、前記第１クロック端子が前記クロック線に電気的に連結され、前記第２ク
ロック端子が前記負クロック線に電気的に連結され、前記入力端子が前段の発光制御駆動
部の負発光制御線に電気的に連結され、前記出力端子が奇数番目の発光制御線に電気的に
連結されて発光制御信号を出力し、前記負出力端子が奇数番目の負発光制御線に電気的に
連結されて負発光制御信号を出力することを特徴とする請求項２１乃至請求項２４のいず
れか１項に記載の有機電界発光表示装置の駆動回路。
【請求項２６】
　前記第１スイッチング素子は、制御電極が前記第１クロック端子に電気的に連結され、
第１電極が前記第３スイッチング素子の制御電極に電気的に連結され、第２電極が前記入
力端子に電気的に連結されていることを特徴とする請求項２２乃至請求項２５のいずれか
１項に記載の有機電界発光表示装置の駆動回路。
【請求項２７】
　前記第１スイッチング素子は、制御電極が前記入力端子に電気的に連結され、第１電極
が前記第３スイッチング素子の制御電極に電気的に連結され、第２電極が前記入力端子に
電気的に連結されていることを特徴とする請求項２２乃至請求項２５のいずれか１項に記
載の有機電界発光表示装置の駆動回路。
【請求項２８】
　前記第２スイッチング素子は、制御電極が前記第１クロック端子に電気的に連結され、
第１電極が前記第１電源電圧線に電気的に連結され、第２電極が前記第３スイッチング素
子の第１電極と前記第４スイッチング素子の制御電極との間に電気的に連結されているこ
とを特徴とする請求項２２乃至請求項２７のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置
の駆動回路。
【請求項２９】
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　前記第３スイッチング素子は、制御電極が前記第１スイッチング素子の第１電極に電気
的に連結され、第１電極が前記第４スイッチング素子の制御電極と前記第７スイッチング
素子の制御電極との間に電気的に連結され、第２電極が前記第２クロック端子に電気的に
連結されていることを特徴とする請求項２２乃至請求項２８のいずれか１項に記載の有機
電界発光表示装置の駆動回路。
【請求項３０】
　前記第４スイッチング素子は、制御電極が前記第２スイッチング素子と前記第３スイッ
チング素子との間に電気的に連結され、第１電極が前記第１電源電圧線に電気的に連結さ
れ、第２電極が前記第５スイッチング素子の第１電極と第６スイッチング素子の制御電極
との間に電気的に連結されていることを特徴とする請求項２２乃至請求項２９のいずれか
１項に記載の有機電界発光表示装置の駆動回路。
【請求項３１】
　前記第５スイッチング素子は、制御電極が前記第１クロック端子に電気的に連結され、
第１電極が前記第６スイッチング素子の制御電極と前記第９スイッチング素子の制御電極
との間に電気的に連結され、第２電極が前記第２電源電圧線に電気的に連結されているこ
とを特徴とする請求項２２乃至請求項３０のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置
の駆動回路。
【請求項３２】
　前記第６スイッチング素子は、制御電極が前記第４スイッチング素子と前記第５スイッ
チング素子との間に電気的に連結され、第１電極が前記第１電源電圧線に電気的に連結さ
れ、第２電極が前記第７スイッチング素子の第１電極と第８スイッチング素子の制御電極
との間に電気的に連結されていることを特徴とする請求項２２乃至請求項３１のいずれか
１項に記載の有機電界発光表示装置の駆動回路。
【請求項３３】
　前記第７スイッチング素子は、制御電極が前記第２スイッチング素子と前記第３スイッ
チング素子との間に電気的に連結され、第１電極が前記第８スイッチング素子の制御電極
と前記負出力端子との間に電気的に連結され、第２電極が前記第２電源電圧線に電気的に
連結されていることを特徴とする請求項２２乃至請求項３２のいずれか１項に記載の有機
電界発光表示装置の駆動回路。
【請求項３４】
　前記第８スイッチング素子は、制御電極が前記第６スイッチング素子と前記第７スイッ
チング素子との間に電気的に連結され、第１電極が前記第１電源電圧線に電気的に連結さ
れ、第２電極が前記出力端子に電気的に連結されていることを特徴とする請求項２２乃至
請求項３３のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置の駆動回路。
【請求項３５】
　前記第９スイッチング素子は、制御電極が前記第４スイッチング素子と前記第５スイッ
チング素子との間に電気的に連結され、第１電極が前記出力端子に電気的に連結され、第
２電極が前記第２電源電圧線に電気的に連結されていることを特徴とする請求項２２乃至
請求項３４のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置の駆動回路。
【請求項３６】
　前記第３スイッチング素子の制御電極に第１電極が電気的に連結され、前記第２スイッ
チング素子と前記第３スイッチング素子との間に第２電極が電気的に連結された第１容量
性素子をさらに含むことを特徴とする請求項２２乃至請求項３５のいずれか１項に記載の
有機電界発光表示装置の駆動回路。
【請求項３７】
　前記第９スイッチング素子の制御電極と第６スイッチング素子の制御電極との間に第１
電極が電気的に連結され、前記第８スイッチング素子と前記第９スイッチング素子と前記
出力端子との間に第２電極が電気的に連結された第２容量性素子をさらに含むことを特徴
とする請求項２２乃至請求項３６のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置の駆動回
路。
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【請求項３８】
　請求項２１乃至請求項３７に記載された駆動回路を備えた有機電界発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置及びその駆動回路に関し、より詳しくは、１つの発光
制御駆動線を３行の画素回路に電気的に連結して３行の画素回路に同時に発光制御信号を
供給することにより、駆動回路を減らして製造原価を節減し、歩留まりを向上させた有機
電界発光表示装置及びその駆動回路に関する。
　本願は、韓国で２００７年３月２日に出願された韓国特許出願Ｎｏ．１０－２００７－
００２０７３５号に対し優先権を主張し、その内容をここに援用する。
【背景技術】
【０００２】
　有機電界発光表示装置は、蛍光または燐光性の有機化合物を電気的に励起させて発光さ
せる表示装置であり、Ｎ×Ｍ個の有機電界発光素子を駆動して映像を表現できるようにな
っている。このような有機電界発光素子はアノード（ＩＴＯ）、有機薄膜、カソード（ｍ
ｅｔａｌ）を備えた構造となっている。このうち、有機薄膜は、電子と正孔との結合を通
じて光を発光する発光層（ｅｍｉｔｔｉｎｇ ｌａｙｅｒ、ＥＭＬ）、電子を輸送する電
子輸送層（ｅｌｅｃｔｒｏｎ ｔｒａｎｓｐｏｒｔ ｌａｙｅｒ、ＥＴＬ）及び正孔を輸送
する正孔輸送層（ｈｏｌｅ ｔｒａｎｓｐｏｒｔ ｌａｙｅｒ、ＨＴＬ）を含む多層構造と
なっており、また別に電子を注入する電子注入層（ｅｌｅｃｔｒｏｎ ｉｎｊｅｃｔｉｎ
ｇ ｌａｙｅｒ、ＥＩＬ）と正孔を注入する正孔注入層（ｈｏｌｅ ｉｎｊｅｃｔｉｎｇ 
ｌａｙｅｒ、ＨＩＬ）を含むことも可能である。
【０００３】
　このような有機電界発光素子を駆動するための方式としては、単純マトリクス（ｐａｓ
ｓｉｖｅ ｍａｔｒｉｘ、ＰＭ）方式と、ＭＯＳ型（Ｍｅｔａｌ Ｏｘｉｄｅ Ｓｉｌｉｃ
ｏｎ）薄膜トランジスタ（ｔｈｉｎ ｆｉｌｍ ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ、ＴＦＴ）を用いた
能動駆動（ａｃｔｉｖｅ ｍａｔｒｉｘ、ＡＭ）方式とがある。単純マトリクス方式は陽
極と陰極とを直交させて形成し、ラインを選択して駆動するのに対して、能動駆動方式は
薄膜トランジスタとキャパシタを各ＩＴＯ（ｉｎｄｉｕｍ ｔｉｎ ｏｘｉｄｅ）画素電極
に接続してキャパシタ容量によって電圧を維持する駆動方式である。
【０００４】
　このような有機電界発光表示装置は、パソコン、携帯電話、ＰＤＡなどの携帯情報端末
機などの表示装置や各種情報器機の表示装置として使われている。
【０００５】
　近年、陰極線管に比べて重さと体積が小さい各種発光表示装置が開発されており、特に
発光効率、輝度及び視野角に優れて応答速度も速い有機電界発光表示装置が注目されてい
る。
【０００６】
　しかし、有機電界発光表示装置は、解像度が高くなるにしたがって画素回路を駆動させ
るための駆動部が大きくなる。このような有機電界発光表示装置の大きさを減らすために
、駆動部はデッドスペース（Ｄｅａｄ Ｓｐａｃｅ）を利用して設置されていた。しかし
、実際の商品では、デッドスペースにも制約があるため、高解像度の有機電界発光表示装
置では駆動部が大きくなり、それによって有機電界発光表示装置も大きくなるという問題
点があった。
【０００７】
　図１は、発光制御信号を伝達する従来の発光制御駆動回路の構成を示す回路図である。
図１に示すように、従来の発光制御駆動回路は、２つのＰチャネル（ｐ－ｃｈａｎｎｅｌ
）スイッチング素子Ｐ１１、Ｐ１２と、２つのＮチャネル（ｎ－ｃｈａｎｎｅｌ）スイッ
チング素子Ｎ１１、Ｎ１２と、容量性素子Ｃ１１とを含み、クロック信号Ｅｍ＿ＣＬＫ、
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負クロック信号Ｅｍ＿ＣＬＫＢ及び入力信号Ｅｍ＿ｉｎが入力されて出力信号Ｅｍ＿ｏｕ
ｔを生成する。
【０００８】
　このような従来の発光制御駆動回路は、ＰＭＯＳトランジスタとＮＭＯＳトランジスタ
を用いて容易に回路を構成することができる。しかし、従来の発光制御駆動回路では、Ｐ
ＭＯＳトランジスタとＮＭＯＳトランジスタの２種類のトランジスタを使って実現しなけ
ればならないので、別に外装ドライバのような回路を形成する必要があり、また追加的な
工程も必要になる。これにより、有機電界発光表示装置の大きさと重さが増加し、尚且つ
製造工程が複雑になるという問題点があった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、上述した従来の問題点に鑑みてなされたものであり、本発明の目的は１つの
発光制御駆動線を３行の画素回路に電気的に連結して３行の画素回路に同時に発光制御信
号を供給することにより、駆動回路の面積を減らし、製造原価を節減して歩留まりを向上
させることのできる有機電界発光表示装置及びその駆動回路を提供するところにある。
【００１０】
　また、本発明の他の目的は、発光制御駆動回路が画素回路と同じ種類のトランジスタで
実現され、製造コスト及び時間を減少させて歩留まりを向上させることのできる有機電界
発光表示装置及びその駆動回路を提供するところにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記目的を達成するために、本発明の有機電界発光表示装置は、クロック線、負クロッ
ク線、初期駆動線と電気的に連結され、第１発光制御線に第１発光制御信号を出力する第
１発光制御駆動部と、前記第１発光制御線に電気的に連結された第１画素回路部と、前記
第１発光制御線に電気的に連結された第２画素回路部と、前記第１発光制御線に電気的に
連結された第３画素回路部とを含むことを特徴とする。
【００１２】
　前記第１発光制御駆動部は、第１クロック端子がクロック線に電気的に連結され、第２
クロック端子が負クロック線に電気的に連結され、入力端子が初期駆動線に電気的に連結
され、出力端子が第１発光制御線に電気的に連結されて第１発光制御信号を出力し、負出
力端子が第１負発光制御線に電気的に連結されて第１負発光制御信号を出力することがで
きる。
【００１３】
　前記第１負発光制御信号は、第２発光制御駆動部の入力信号となり得る。
【００１４】
　前記第１画素回路部は、第１走査駆動線と第１データ線乃至第ｍデータ線との間に電気
的に連結された有機電界発光表示パネルの第１行目の画素回路であり得る。
【００１５】
　前記第２画素回路部は、第２走査駆動線と第１データ線乃至第ｍデータ線との間に電気
的に連結された有機電界発光表示パネルの第２行目の画素回路であり得る。
【００１６】
　前記第３画素回路部は、第３走査駆動線と第１データ線乃至第ｍデータ線との間に電気
的に連結された有機電界発光表示パネルの第３行目の画素回路であり得る。
【００１７】
　前記第１画素回路部乃至第３画素回路部は、第１発光制御信号が印加されると、同時に
発光することができる。
【００１８】
　前記第１発光制御駆動部は、前記初期駆動線と第１電源電圧線との間に電気的に連結さ
れた第１スイッチング素子と、前記クロック線に制御電極が電気的に連結されて前記第１
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スイッチング素子と前記第１電源電圧線との間に電気的に連結された第２スイッチング素
子と、前記第１スイッチング素子と前記第２スイッチング素子との間に制御電極が電気的
に連結されて前記第２スイッチング素子と前記負クロック線との間に電気的に連結された
第３スイッチング素子と、前記第２スイッチング素子と前記第３スイッチング素子との間
に制御電極が電気的に連結されて前記第１電源電圧線と第２電源電圧線との間に電気的に
連結された第４スイッチング素子と、前記クロック線に制御電極が電気的に連結されて前
記第４スイッチング素子と前記第２電源電圧線との間に電気的に連結された第５スイッチ
ング素子と、前記第４スイッチング素子と前記第５スイッチング素子との間に制御電極が
電気的に連結されて前記第１電源電圧線と前記第２電源電圧線との間に電気的に連結され
た第６スイッチング素子と、前記第２スイッチング素子と前記第３スイッチング素子との
間に制御電極が電気的に連結されて前記第６スイッチング素子と前記第２電源電圧線との
間に電気的に連結された第７スイッチング素子と、前記第６スイッチング素子と前記第７
スイッチング素子との間に制御電極が電気的に連結されて前記第１電源電圧線と前記第２
電源電圧線との間に電気的に連結された第８スイッチング素子と、前記第４スイッチング
素子と前記第５スイッチング素子との間に制御電極が電気的に連結されて前記第８スイッ
チング素子と前記第２電源電圧線との間に電気的に連結された第９スイッチング素子とを
含むことができる。
【００１９】
　前記第１スイッチング素子は、制御電極が前記クロック線に電気的に連結され、第１電
極が前記第３スイッチング素子の制御電極に電気的に連結され、第２電極が前記初期駆動
線に電気的に連結されていることができる。
【００２０】
　前記第１スイッチング素子は、制御電極が前記初期駆動線に電気的に連結され、第１電
極が前記第３スイッチング素子の制御電極に電気的に連結され、第２電極が前記初期駆動
線に電気的に連結されていることができる。
【００２１】
　前記第２スイッチング素子は、制御電極が前記クロック線に電気的に連結され、第１電
極が第１電源電圧線に電気的に連結され、第２電極が前記第３スイッチング素子の第１電
極と前記第４スイッチング素子の制御電極との間に電気的に連結されていることができる
。
【００２２】
　前記第３スイッチング素子は、制御電極が前記第１スイッチング素子の第１電極に電気
的に連結され、第１電極が前記第４スイッチング素子の制御電極と前記第７スイッチング
素子の制御電極との間に電気的に連結され、第２電極が前記負クロック線に電気的に連結
されていることができる。
【００２３】
　前記第４スイッチング素子は、制御電極が前記第２スイッチング素子と前記第３スイッ
チング素子との間に電気的に連結され、第１電極が前記第１電源電圧線に電気的に連結さ
れ、第２電極が前記第５スイッチング素子の第１電極と第６スイッチング素子の制御電極
との間に電気的に連結されていることができる。
【００２４】
　前記第５スイッチング素子は、制御電極が前記クロック線に電気的に連結され、第１電
極が前記第６スイッチング素子の制御電極と前記第９スイッチング素子の制御電極との間
に電気的に連結され、第２電極が第２電源電圧線に電気的に連結されていることができる
。
【００２５】
　前記第６スイッチング素子は、制御電極が前記第４スイッチング素子と前記第５スイッ
チング素子との間に電気的に連結され、第１電極が第１電源電圧線に電気的に連結され、
第２電極が第７スイッチング素子の第１電極と第８スイッチング素子の制御電極との間に
電気的に連結されていることができる。
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【００２６】
　前記第７スイッチング素子は、制御電極が前記第２スイッチング素子と前記第３スイッ
チング素子との間に電気的に連結され、第１電極が前記第８スイッチング素子の制御電極
と第１負発光制御線との間に電気的に連結され、第２電極が前記第２電源電圧線に電気的
に連結されていることができる。
【００２７】
　前記第８スイッチング素子は、制御電極が前記第６スイッチング素子と前記第７スイッ
チング素子との間に電気的に連結され、第１電極が前記第１電源電圧線に電気的に連結さ
れ、第２電極が第１発光制御線に電気的に連結されていることができる。
【００２８】
　前記第９スイッチング素子は、制御電極が前記第４スイッチング素子と前記第５スイッ
チング素子との間に電気的に連結され、第１電極が前記第１発光制御線に電気的に連結さ
れ、第２電極が第２電源電圧線に電気的に連結されていることができる。
【００２９】
　前記第３スイッチング素子の制御電極に第１電極が電気的に連結され、前記第２スイッ
チング素子と前記第３スイッチング素子との間に第２電極が電気的に連結された第１容量
性素子をさらに含むことができる。
【００３０】
　前記第９スイッチング素子の制御電極と第６スイッチング素子の制御電極との間に第１
電極が電気的に連結され、前記第８スイッチング素子と前記第９スイッチング素子と第１
発光制御線との間に第２電極が電気的に連結された第２容量性素子をさらに含むことがで
きる。
【００３１】
　多段の発光制御駆動部を備えた有機電界発光表示装置の駆動回路において、前記発光制
御駆動部は、初期駆動線または前段の発光制御駆動部の負発光制御線に連結された入力端
子と、クロック信号が供給されるクロック線と前記クロック信号の位相を反転させた負ク
ロック信号が供給される負クロック線とに電気的に連結された第１クロック端子及び第２
クロック端子と、前記入力端子から入力された入力信号、前記第１クロック端子または前
記第２クロック端子から入力されたクロック信号及び負クロック信号を受けて出力信号と
負出力信号をそれぞれ出力する出力端子及び負出力端子とを含むことを特徴とする。
【００３２】
　前記発光制御駆動部は、前記入力端子と第１電源電圧線との間に電気的に連結された第
１スイッチング素子と、前記第１クロック端子に制御電極が電気的に連結されて前記第１
スイッチング素子と前記第１電源電圧線との間に電気的に連結された第２スイッチング素
子と、前記第１スイッチング素子と前記第２スイッチング素子との間に制御電極が電気的
に連結されて前記第２スイッチング素子と前記第２クロック端子との間に電気的に連結さ
れた第３スイッチング素子と、前記第２スイッチング素子と前記第３スイッチング素子と
の間に制御電極が電気的に連結されて前記第１電源電圧線と第２電源電圧線との間に電気
的に連結された第４スイッチング素子と、前記第１クロック端子に制御電極が電気的に連
結されて前記第４スイッチング素子と前記第２電源電圧線との間に電気的に連結された第
５スイッチング素子と、前記第４スイッチング素子と前記第５スイッチング素子との間に
制御電極が電気的に連結されて前記第１電源電圧線と前記第２電源電圧線との間に電気的
に連結された第６スイッチング素子と、前記第２スイッチング素子と前記第３スイッチン
グ素子との間に制御電極が電気的に連結されて前記第６スイッチング素子と前記第２電源
電圧線との間に電気的に連結された第７スイッチング素子と、前記第６スイッチング素子
と前記第７スイッチング素子との間に制御電極が電気的に連結されて前記第１電源電圧線
と前記第２電源電圧線との間に電気的に連結された第８スイッチング素子と、前記第４ス
イッチング素子と前記第５スイッチング素子との間に制御電極が電気的に連結されて前記
第８スイッチング素子と前記第２電源電圧線との間に電気的に連結された第９スイッチン
グ素子とを含むことができる。
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【００３３】
　前記多段の発光制御駆動部を構成する第１発光制御駆動部は、前記第１クロック端子が
前記クロック線に電気的に連結され、前記第２クロック端子が前記負クロック線に電気的
に連結され、前記入力端子が前記初期駆動線に電気的に連結され、前記出力端子が第１発
光制御線に電気的に連結されて第１発光制御信号を出力し、前記負出力端子が第１負発光
制御線に電気的に連結されて第１負発光制御信号を出力することができる。
【００３４】
　前記多段の発光制御駆動部を構成する偶数番目の発光制御駆動部は、前記第１クロック
端子が前記負クロック線に電気的に連結され、前記第２クロック端子が前記クロック線に
電気的に連結され、前記入力端子が前段の発光制御駆動部の負発光制御線に電気的に連結
され、前記出力端子が偶数番目の発光制御線に電気的に連結されて発光制御信号を出力し
、前記負出力端子が偶数番目の負発光制御線に電気的に連結されて負発光制御信号を出力
することができる。
【００３５】
　前記多段の発光制御駆動部を構成する前記第１発光制御駆動部を除いた奇数番目の発光
制御駆動部は、前記第１クロック端子が前記クロック線に電気的に連結され、前記第２ク
ロック端子が前記負クロック線に電気的に連結され、前記入力端子が前段の発光制御駆動
部の負発光制御線に電気的に連結され、前記出力端子が奇数番目の発光制御線に電気的に
連結されて発光制御信号を出力し、前記負出力端子が奇数番目の負発光制御線に電気的に
連結されて負発光制御信号を出力することができる。
【００３６】
　前記第１スイッチング素子は、制御電極が前記第１クロック端子に電気的に連結され、
第１電極が前記第３スイッチング素子の制御電極に電気的に連結され、第２電極が前記入
力端子に電気的に連結されていることができる。
【００３７】
　前記第１スイッチング素子は、制御電極が前記入力端子に電気的に連結され、第１電極
が前記第３スイッチング素子の制御電極に電気的に連結され、第２電極が前記入力端子に
電気的に連結されていることができる。
【００３８】
　前記第２スイッチング素子は、制御電極が前記第１クロック端子に電気的に連結され、
第１電極が第１電源電圧線に電気的に連結され、第２電極が前記第３スイッチング素子の
第１電極と前記第４スイッチング素子の制御電極との間に電気的に連結されていることが
できる。
【００３９】
　前記第３スイッチング素子は、制御電極が前記第１スイッチング素子の第１電極に電気
的に連結され、第１電極が前記第４スイッチング素子の制御電極と前記第７スイッチング
素子の制御電極との間に電気的に連結され、第２電極が前記第２クロック端子に電気的に
連結されていることができる。
【００４０】
　前記第４スイッチング素子は、制御電極が前記第２スイッチング素子と前記第３スイッ
チング素子との間に電気的に連結され、第１電極が前記第１電源電圧線に電気的に連結さ
れ、第２電極が前記第５スイッチング素子の第１電極と第６スイッチング素子の制御電極
との間に電気的に連結されていることができる。
【００４１】
　前記第５スイッチング素子は、制御電極が前記第１クロック端子に電気的に連結され、
第１電極が前記第６スイッチング素子の制御電極と前記第９スイッチング素子の制御電極
との間に電気的に連結され、第２電極が前記第２電源電圧線に電気的に連結されているこ
とができる。
【００４２】
　前記第６スイッチング素子は、制御電極が前記第４スイッチング素子と前記第５スイッ
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チング素子との間に電気的に連結され、第１電極が前記第１電源電圧線に電気的に連結さ
れ、第２電極が第７スイッチング素子の第１電極と第８スイッチング素子の制御電極との
間に電気的に連結されていることができる。
【００４３】
　前記第７スイッチング素子は、制御電極が前記第２スイッチング素子と前記第３スイッ
チング素子との間に電気的に連結され、第１電極が前記第８スイッチング素子の制御電極
と前記負出力端子との間に電気的に連結され、第２電極が前記第２電源電圧線に電気的に
連結されていることができる。
【００４４】
　前記第８スイッチング素子は、制御電極が前記第６スイッチング素子と前記第７スイッ
チング素子との間に電気的に連結され、第１電極が前記第１電源電圧線に電気的に連結さ
れ、第２電極が前記出力端子に電気的に連結されていることができる。
【００４５】
　前記第９スイッチング素子は、制御電極が前記第４スイッチング素子と前記第５スイッ
チング素子との間に電気的に連結され、第１電極が前記出力端子に電気的に連結され、第
２電極が第２電源電圧線に電気的に連結されていることができる。
【００４６】
　前記第３スイッチング素子の制御電極に第１電極が電気的に連結され、前記第２スイッ
チング素子と前記第３スイッチング素子との間に第２電極が電気的に連結された第１容量
性素子をさらに含むことができる。
【００４７】
　前記第９スイッチング素子の制御電極と第６スイッチング素子の制御電極との間に第１
電極が電気的に連結され、前記第８スイッチング素子と前記第９スイッチング素子と前記
出力端子との間に第２電極が電気的に連結された第２容量性素子をさらに含むことができ
る。
【００４８】
　前述したように、本発明の有機電界発光表示装置及びその駆動回路は、１つの発光制御
駆動線を３行の画素回路に電気的に連結し、３行の画素回路に同時に発光制御信号を供給
することによって、駆動回路の面積を減らし、製造原価を節減して歩留まりを向上させる
ことができる。また、発光制御駆動回路を画素回路と同じ種類のトランジスタで具現する
ことにより、製造コスト及び時間を減少させて歩留まりを向上させることができる。
【発明の効果】
【００４９】
　本発明の有機電界発光表示装置及びその駆動回路は、１つの発光制御駆動線を３行の画
素回路に電気的に連結し、３行の画素回路に同時に発光制御信号を供給することにより、
駆動回路の面積を減らし、製造原価を節減して歩留まりを向上させる効果がある。
【００５０】
　また、前述したように本発明の有機電界発光表示装置及びその駆動回路は、発光制御駆
動回路を画素回路と同じ種類のトランジスタで実現することにより、製造コスト及び時間
を減少させて歩留まりを向上させる効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５１】
　以下、当業者が本発明を容易に実施できる程度に、本発明の望ましい実施例を添付した
図面を参照して詳しく説明する。
　ここで、明細書の全体に亘って類似の構成及び動作を有する部分については、同じ図面
符号を付した。また、ある部分が他の部分と電気的に連結されていると記載されていると
きには、直接に連結されている場合だけでなく、その間に他の素子を介在して連結されて
いる場合も含むものとする。
【００５２】
　図２は、本発明に係る有機電界発光表示装置の構成を示した概略的なブロック図である
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。
【００５３】
　図２に示したように、有機電界発光表示装置１００は、走査駆動部１１０、データ駆動
部１２０、発光制御駆動部１３０、有機電界発光表示パネル（以下、パネルという）１４
０を含んでいる。
【００５４】
　走査駆動部１１０は、多数の走査線Ｓｃａｎ［１］、Ｓｃａｎ［２］、…、Ｓｃａｎ［
ｎ］を通じてパネル１４０に走査信号を順次供給することができる。
【００５５】
　データ駆動部１２０は、多数のデータ線Ｄａｔａ［１］、Ｄａｔａ［２］、…、Ｄａｔ
ａ［ｍ］を通じてパネル１４０にデータ信号を供給することができる。
【００５６】
　発光制御駆動部１３０は、多数の発光制御線Ｅｍ［１］、Ｅｍ［２］、…、Ｅｍ［ｎ／
３］を通じてパネル１４０に発光制御信号を順次供給することができる。発光制御線Ｅｍ
［１］、Ｅｍ［２］、…、Ｅｍ［ｎ／３］と連結されている画素回路１４１は、発光制御
信号が伝達されて画素回路１４１で生成された電流を発光素子に流すタイミングを決める
ことができる。ここで、画素回路１４１は、発光制御線Ｅｍ［１］、Ｅｍ［２］、…、Ｅ
ｍ［ｎ／３］と走査線Ｓｃａｎ［１］、Ｓｃａｎ［２］、…、Ｓｃａｎ［ｎ］との間に電
気的に連結されている。また、発光制御線は３行の画素回路と電気的に連結されており、
３行の画素回路に同時に発光制御信号を伝達する。例えば、第１発光制御線Ｅｍ［１］は
、第１走査線Ｓｃａｎ［１］乃至第３走査線Ｓｃａｎ［３］にそれぞれ電気的に連結され
た第１画素回路部乃至第３画素回路部の画素回路に連結され、第１発光制御信号を第１画
素回路部乃至第３画素回路部の画素回路に同時に伝達している。これは、発光制御駆動部
の大きさを従来の発光制御駆動部に比べて１／３に減らせることを意味している。そして
、このような発光制御駆動部は画素回路と同じ種類のトランジスタで実現され、パネル１
４０を形成する際に、別の工程を行うことなく基板上に形成できるので、別のチップ形態
で具現する必要はない。
【００５７】
　また、パネル１４０は、列方向に配列されている多数の走査線Ｓｃａｎ［１］、Ｓｃａ
ｎ［２］、…、Ｓｃａｎ［ｎ］及び発光制御線Ｅｍ［１］、Ｅｍ［２］、…、Ｅｍ［ｎ／
３］と、行方向に配列されている多数のデータ線Ｄａｔａ［１］、Ｄａｔａ［２］、…、
Ｄａｔａ［ｍ］と、多数の走査線Ｓｃａｎ［１］、Ｓｃａｎ［２］、…、Ｓｃａｎ［ｎ］
及びデータ線Ｄａｔａ［１］、Ｄａｔａ［２］、…、Ｄａｔａ［ｍ］と発光制御線Ｅｍ［
１］、Ｅｍ［２］、…、Ｅｍ［ｎ／３］とによって定義される画素回路１４１（Ｐｉｘｅ
ｌ）とを含んでいる。
【００５８】
　ここで、画素回路１４１は、隣接する２つの走査線と隣接する２つのデータ線とによっ
て定義される画素領域に形成されている。勿論、上述したように、走査線Ｓｃａｎ［１］
、Ｓｃａｎ［２］、…、Ｓｃａｎ［ｎ］には走査駆動部１１０から走査信号が供給され、
データ線Ｄａｔａ［１］、Ｄａｔａ［２］、…、Ｄａｔａ［ｍ］にはデータ駆動部１２０
からデータ信号が供給される。
【００５９】
　図３は、本発明の一実施例に係る発光制御駆動部の構成を示したブロック図である。
【００６０】
　図３に示したように、発光制御駆動部１３０は、第１発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ
＿１乃至第ｎ／３発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿ｎ／３を含んでいる。そして、第１
発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿１乃至第ｎ／３発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿ｎ
／３は、第１画素回路部ＰＳ＿１乃至第ｎ画素回路部ＰＳ＿ｎと電気的に連結されて発光
制御信号を画素回路部ＰＳ＿１、ＰＳ＿２、…、ＰＳ＿ｎに印加する。すなわち、ｎ個の
画素回路部ＰＳ＿１、ＰＳ＿２、…、ＰＳ＿ｎに対してｎ／３個の発光制御駆動部Ｅｍｉ
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ｓｓｉｏｎ＿１、Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿２、…、Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿ｎ／３が電気的に連結
されている。
【００６１】
　第１発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿１は、第１クロック端子ｃｌｋａがクロック線
ＣＬＫに電気的に連結され、第２クロック端子ｃｌｋｂが負クロック線ＣＬＫＢに電気的
に連結されている。そして、入力端子Ｉｎが初期駆動線Ｓｐに電気的に連結されて初期駆
動信号が入力され、出力端子Ｏｕｔに電気的に連結された第１発光制御線Ｅｍ［１］に第
１発光制御信号を出力し、負出力端子ＯｕｔＢに電気的に連結された第１負発光制御線Ｅ
ｍＢ［１］に第１負発光制御信号を出力する。ここで、第１発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉ
ｏｎ＿１は、第１画素回路部ＰＳ＿１乃至第３画素回路部ＰＳ＿３にそれぞれ電気的に連
結され、第１発光制御信号を第１画素回路部ＰＳ＿１乃至第３画素回路部ＰＳ＿３にそれ
ぞれ印加する。すなわち、１つの第１発光制御線Ｅｍ［１］は３つの画素回路部ＰＳ＿１
乃至ＰＳ＿３に電気的に連結され、第１発光制御信号を３つの画素回路部ＰＳ＿１乃至Ｐ
Ｓ＿３に同時に印加している。これは従来の発光制御駆動部が１つの画素回路部に電気的
に連結されていたのに対して、本発明では発光制御駆動部の大きさを１／３に減らせるこ
とを意味する。
【００６２】
　第２発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿２は、第１クロック端子ｃｌｋａが負クロック
線ＣＬＫＢに電気的に連結され、第２クロック端子ｃｌｋｂがクロック線ＣＬＫに電気的
に連結されている。そして、入力端子Ｉｎが第１負発光制御線ＥｍＢ［１］に電気的に連
結されて第１負発光制御信号が入力され、出力端子Ｏｕｔに電気的に連結された第２発光
制御線Ｅｍ［２］に第２発光制御信号を出力し、負出力端子ＯｕｔＢに電気的に連結され
た第２負発光制御線ＥｍＢ［２］に第２負発光制御信号を出力する。ここで、第２発光制
御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿２は、第４画素回路部ＰＳ＿４乃至第６画素回路部ＰＳ＿６
にそれぞれ電気的に連結され、第２発光制御信号を第４画素回路部ＰＳ＿４乃至第６画素
回路部ＰＳ＿６にそれぞれ印加する。すなわち、１つの第２発光制御線Ｅｍ［２］は３つ
の画素回路部ＰＳ＿４乃至ＰＳ＿６に電気的に連結され、第２発光制御信号を３つの画素
回路部ＰＳ＿４乃至ＰＳ＿６に同時に印加する。これは従来の発光制御駆動部が１つの画
素回路部に電気的に連結されていたのに対して、本発明では発光制御駆動部の大きさを１
／３に減らせることを意味する。
【００６３】
　第３発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿３を含む奇数番目の発光制御駆動部は、第１ク
ロック端子ｃｌｋａがクロック線ＣＬＫに電気的に連結され、第２クロック端子ｃｌｋｂ
が負クロック線ＣＬＫＢに電気的に連結されている。そして、入力端子Ｉｎが前段の負発
光制御線に電気的に連結されて負発光制御信号が入力され、出力端子Ｏｕｔに電気的に連
結された発光制御線に発光制御信号を出力し、負出力端子ＯｕｔＢに電気的に連結された
負発光制御線に負発光制御信号を出力する。ここで、前段の負発光制御線は第３発光制御
駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿３の場合には、第２負発光制御線ＥｍＢ［２］を意味する。す
なわち、発光制御駆動部は、前段の発光制御駆動部から出力された負発光制御信号を負発
光制御線を通じて入力される。そして、第３発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿３を含む
奇数番目の発光制御駆動部は、３つの画素回路部にそれぞれ電気的に連結されて発光制御
信号を３つの画素回路部にそれぞれ印加する。すなわち、１つの発光制御線は３つの画素
回路部に電気的に連結されて第１発光制御信号を同時に印加する。これは従来の発光制御
駆動部が１つの画素回路部に電気的に連結されていたのに対して、本発明では発光制御駆
動部の大きさを１／３に減らせることを意味する。
【００６４】
　第４発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿４を含む偶数番目の発光制御駆動部は、第１ク
ロック端子ｃｌｋａが負クロック線ＣＬＫＢに電気的に連結され、第２クロック端子ｃｌ
ｋｂがクロック線ＣＬＫに電気的に連結されている。そして、入力端子Ｉｎが前段の負発
光制御線に電気的に連結されて負発光制御信号が入力され、出力端子Ｏｕｔに電気的に連



(15) JP 2008-216960 A 2008.9.18

10

20

30

40

50

結された発光制御線に発光制御信号を出力し、負出力端子ＯｕｔＢに電気的に連結された
負発光制御線に負発光制御信号を出力する。ここで、前段の負発光制御線とは第４発光制
御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿４の場合には、第３負発光制御線ＥｍＢ［３］を意味する。
すなわち、発光制御駆動部は、前段の発光制御駆動部から出力された負発光制御信号を負
発光制御線を通じて入力される。そして、第４発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿４を含
む偶数番目の発光制御駆動部は、３つの画素回路部にそれぞれ電気的に連結されて発光制
御信号を３つの画素回路部にそれぞれ印加する。すなわち、１つの発光制御線は３つの画
素回路部に電気的に連結されて発光制御信号を同時に印加する。これは従来の発光制御駆
動部が１つの画素回路部に電気的に連結されていたのに対して、本発明では発光制御駆動
部の大きさを１／３に減らせることを意味する。
【００６５】
　図４は、図３に示した発光制御駆動部の発光制御駆動回路の構成を示す回路図である。
【００６６】
　図４に示すように、発光制御駆動回路は、第１スイッチング素子Ｓ１、第２スイッチン
グ素子Ｓ２、第３スイッチング素子Ｓ３、第４スイッチング素子Ｓ４、第５スイッチング
素子Ｓ５、第６スイッチング素子Ｓ６、第７スイッチング素子Ｓ７、第８スイッチング素
子Ｓ８、第９スイッチング素子Ｓ９、第１容量性素子Ｃ１及び第２容量性素子Ｃ２を含ん
でいる。
【００６７】
　第１スイッチング素子Ｓ１は、第１電極（ドレーン電極またはソース電極）が第３スイ
ッチング素子Ｓ３の制御電極に電気的に連結され、第２電極（ソース電極またはドレーン
電極）が入力端子Ｉｎに電気的に連結され、制御電極（ゲート電極）が第１クロック端子
ｃｌｋａに電気的に連結されている。このような第１スイッチング素子Ｓ１は、制御電極
にローレベルのクロック信号が印加されるとターンオンされ、入力端子Ｉｎに印加される
信号を第３スイッチング素子Ｓ３の制御電極に印加する。
【００６８】
　第２スイッチング素子Ｓ２は、第１電極が第１電源電圧線ＶＤＤに電気的に連結され、
第２電極が第３スイッチング素子Ｓ３の第１電極と第４スイッチング素子Ｓ４の制御電極
と第７スイッチング素子Ｓ７の制御電極との間に電気的に連結され、制御電極が第１クロ
ック端子ｃｌｋａに電気的に連結されている。このような第２スイッチング素子Ｓ２は、
制御電極にローレベルのクロック信号が印加されるとターンオンされ、第１電源電圧線Ｖ
ＤＤから印加される第１電源電圧を第４スイッチング素子Ｓ４の制御電極と第７スイッチ
ング素子Ｓ７の制御電極に印加する。
【００６９】
　第３スイッチング素子Ｓ３は、第１電極が第４スイッチング素子Ｓ４の制御電極と第７
スイッチング素子Ｓ７の制御電極との間に電気的に連結され、第２電極が第２クロック端
子ｃｌｋｂに電気的に連結され、制御電極が第１スイッチング素子Ｓ１の第１電極に電気
的に連結されている。このような第３スイッチング素子Ｓ３は、制御電極に第１スイッチ
ング素子Ｓ１から伝達されるローレベルの入力信号が印加されるとターンオンされ、第２
クロック端子ｃｌｋｂから印加されるクロック信号を第４スイッチング素子Ｓ４の制御電
極と第７スイッチング素子Ｓ７の制御電極に印加する。
【００７０】
　第４スイッチング素子Ｓ４は、第１電極が第１電源電圧線ＶＤＤに電気的に連結され、
第２電極が第５スイッチング素子Ｓ５の第１電極と第６スイッチング素子Ｓ６の制御電極
と第９スイッチング素子Ｓ９の制御電極との間に電気的に連結され、制御電極が第２スイ
ッチング素子Ｓ２と第３スイッチング素子Ｓ３との間に電気的に連結されている。このよ
うな第４スイッチング素子Ｓ４は、制御電極に第３スイッチング素子Ｓ３から伝達される
ローレベルのクロック信号が印加されるとターンオンされ、第１電源電圧線ＶＤＤから印
加される第１電源電圧を第６スイッチング素子Ｓ６の制御電極と第９スイッチング素子Ｓ
９の制御電極に印加する。
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【００７１】
　第５スイッチング素子Ｓ５は、第１電極が第６スイッチング素子Ｓ６の制御電極と第９
スイッチング素子Ｓ９の制御電極との間に電気的に連結され、第２電極が第２電源電圧線
ＶＳＳに電気的に連結され、制御電極が第１クロック端子ｃｌｋａに電気的に連結されて
いる。このような第５スイッチング素子Ｓ５は、制御電極にローレベルのクロック信号が
印加されるとターンオンされ、第２電源電圧線ＶＳＳから印加される第２電源電圧を第６
スイッチング素子Ｓ６の制御電極と第９スイッチング素子Ｓ９の制御電極に印加する。
【００７２】
　第６スイッチング素子Ｓ６は、第１電極が第１電源電圧線ＶＤＤに電気的に連結され、
第２電極が第７スイッチング素子Ｓ７の第１電極と第８スイッチング素子Ｓ８の制御電極
と負出力端子ＯｕｔＢとの間に電気的に連結され、制御電極が第４スイッチング素子Ｓ４
と第５スイッチング素子Ｓ５との間に電気的に連結されている。このような第６スイッチ
ング素子Ｓ６は、制御電極に第５スイッチング素子Ｓ５から伝達される第２電源電圧が印
加されるとターンオンされ、第１電源電圧線ＶＤＤから印加される第１電源電圧を第８ス
イッチング素子Ｓ８の制御電極と負出力端子ＯｕｔＢに出力する。
【００７３】
　第７スイッチング素子Ｓ７は、第１電極が第８スイッチング素子Ｓ８の制御電極と負出
力端子ＯｕｔＢとの間に電気的に連結され、第２電極が第２電源電圧線ＶＳＳに電気的に
連結され、制御電極が第２スイッチング素子Ｓ２と第３スイッチング素子Ｓ３との間に電
気的に連結されている。このような第７スイッチング素子Ｓ７は、制御電極に第３スイッ
チング素子Ｓ３から伝達されるローレベルのクロック信号が印加されるとターンオンされ
、第２電源電圧線ＶＳＳから印加される第２電源電圧を第８スイッチング素子Ｓ８の制御
電極と負出力端子ＯｕｔＢに出力する。
【００７４】
　第８スイッチング素子Ｓ８は、第１電極が第１電源電圧線ＶＤＤに電気的に連結され、
第２電極が第９スイッチング素子Ｓ９の第１電極と出力端子Ｏｕｔとの間に電気的に連結
され、制御電極が第６スイッチング素子Ｓ６と第７スイッチング素子Ｓ７との間に電気的
に連結されている。このような第８スイッチング素子Ｓ８は、制御電極に第７スイッチン
グ素子Ｓ７から伝達される第２電源電圧が印加されるとターンオンされ、第１電源電圧線
ＶＤＤから印加される第１電源電圧を出力端子Ｏｕｔに出力する。
【００７５】
　第９スイッチング素子Ｓ９は、第１電極が出力端子Ｏｕｔに電気的に連結され、第２電
極が第２電源電圧線ＶＳＳに電気的に連結され、制御電極が第４スイッチング素子Ｓ４と
第５スイッチング素子Ｓ５との間に電気的に連結されている。このような第９スイッチン
グ素子Ｓ９は、制御電極に第５スイッチング素子Ｓ５から伝達される第２電源電圧が印加
されるとターンオンされ、第２電源電圧線ＶＳＳから印加される第２電源電圧を出力端子
Ｏｕｔに出力する。
【００７６】
　第１容量性素子Ｃ１は、第１電極が第１スイッチング素子Ｓ１の第１電極と第３スイッ
チング素子Ｓ３の制御電極との間に電気的に連結され、第２電極が第２スイッチング素子
Ｓ２と第３スイッチング素子Ｓ３との間に電気的に連結されている。このような第１容量
性素子Ｃ１は、第３スイッチング素子Ｓ３の第１電極と制御電極との間に電圧差を保存す
る。
【００７７】
　第２容量性素子Ｃ２は、第１電極が第９スイッチング素子Ｓ９の制御電極に電気的に連
結され、第２電極が第８スイッチング素子Ｓ８と第９スイッチング素子Ｓ９と出力端子Ｏ
ｕｔとの間に電気的に連結されている。このような第２容量性素子Ｃ２は、第９スイッチ
ング素子Ｓ９の第１電極と制御電極との間に電圧差を保存する。
【００７８】
　ここで、有機電界発光表示装置の画素回路と発光制御駆動回路が同じ種類のトランジス
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タで形成されていると、基板に画素回路を形成する際に、同じ基板に発光制御駆動回路を
共に形成できるので、製造工程を簡単にすることができる。そして、同一基板上に画素回
路と発光制御駆動回路を形成すると、有機電界発光表示装置の大きさ、重さ及び原価など
を減らすことができる。図４において、発光制御駆動回路はＰＭＯＳトランジスタ（第１
スイッチング素子乃至第９スイッチング素子）を用いて構成したので、ＰＭＯＳトランジ
スタを用いて構成された画素回路と同一基板上に形成すると、製造工程を簡単にすること
ができる。
【００７９】
　図５は、図４に示した発光制御駆動回路の動作タイミングを示すタイミングチャートで
ある。
【００８０】
　図５に示したように、発光制御駆動回路の動作タイミングは、第１駆動期間Ｔ５１、第
２駆動期間Ｔ５２及び第３駆動期間Ｔ５３を含んでおり、第１駆動期間Ｔ５１における動
作を図６に示し、第２駆動期間Ｔ５２における動作を図７に示し、第３駆動期間Ｔ５３に
おける動作を図８に示す。ここで、発光制御駆動回路の動作を、図４のタイミングチャー
ト及び図６乃至図８を参照して説明する。
【００８１】
　図６は、図４に示した発光制御駆動回路の第１駆動期間Ｔ５１における動作を示す回路
図である。
【００８２】
　第１駆動期間Ｔ５１では、第１クロック端子ｃｌｋａにローレベルのクロック信号が印
加されると、第１スイッチング素子Ｓ１と第２スイッチング素子Ｓ２と第５スイッチング
素子Ｓ５がターンオンされる。まず、第１スイッチング素子Ｓ１がターンオンされると、
入力端子Ｉｎに印加されるローレベルの入力信号が第３スイッチング素子Ｓ３の制御電極
に印加される。ローレベルの入力信号が伝達された第３スイッチング素子Ｓ３はターンオ
ンされ、第２クロック端子ｃｌｋｂから印加されるハイレベルのクロック信号を第４スイ
ッチング素子Ｓ４の制御電極と第７スイッチング素子Ｓ７の制御電極に印加する。
【００８３】
　次に、第２スイッチング素子Ｓ２がターンオンされると、第１電源電圧線ＶＤＤの第１
電源電圧を第４スイッチング素子Ｓ４と第７スイッチング素子Ｓ７の制御電極に印加する
。ハイレベルのクロック信号と第１電源電圧を伝達された第４スイッチング素子Ｓ４と第
７スイッチング素子Ｓ７はターンオフされる。ここで、第３スイッチング素子Ｓ３の第１
電極と制御電極との間に連結されている第１容量性素子Ｃ１は、第１スイッチング素子Ｓ
１から伝達された入力信号と第２スイッチング素子Ｓ２から伝達された第１電源電圧との
電圧差にあたる電圧を保存する。
【００８４】
　次に、第５スイッチング素子Ｓ５がターンオンされると、第２電源電圧線ＶＳＳの第２
電源電圧を第６スイッチング素子Ｓ６と第９スイッチング素子Ｓ９の制御電極に伝達し、
第６スイッチング素子Ｓ６と第９スイッチング素子Ｓ９がターンオンされる。第６スイッ
チング素子Ｓ６がターンオンされると、第１電源電圧線ＶＤＤの第１電源電圧を第８スイ
ッチング素子Ｓ８の制御電極と負出力端子ＯｕｔＢに印加し、第８スイッチング素子Ｓ８
はターンオフされ、負出力端子ＯｕｔＢから第１電源電圧が出力される。そして、第９ス
イッチング素子Ｓ９がターンオンされると、第２電源電圧線ＶＳＳの第２電源電圧を出力
端子Ｏｕｔに出力する。このとき、第２容量性素子Ｃ２は、第５スイッチング素子Ｓ５か
ら伝達された第２電源電圧と第９スイッチング素子Ｓ９から伝達された第２電源電圧との
電圧差にあたる電圧を保存する。このような第２容量性素子Ｃ２に保存された電圧は、第
２電源電圧を出力する際に、駆動回路で損失される電圧を補償する。
【００８５】
　図７は、図４に示した発光制御駆動回路の第２駆動期間Ｔ５２における動作を示す回路
図である。
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【００８６】
　第２駆動期間Ｔ５２では、第１クロック端子ｃｌｋａにハイレベルのクロック信号が印
加され、第１スイッチング素子Ｓ１と第２スイッチング素子Ｓ２と第５スイッチング素子
Ｓ５がターンオフされる。このとき、第３スイッチング素子Ｓ３は、第１駆動期間Ｔ５１
で第１容量性素子Ｃ１に保存された電圧によってターンオンされ、第２クロック端子ｃｌ
ｋｂから印加されるローレベルのクロック信号を第４スイッチング素子Ｓ４と第７スイッ
チング素子Ｓ７の制御電極に伝達する。第４スイッチング素子Ｓ４及び第７スイッチング
素子Ｓ７は、ローレベルのクロック信号を伝達されてターンオンされる。まず、第４スイ
ッチング素子Ｓ４がターンオンされると、第１電源電圧線ＶＤＤの第１電源電圧を第６ス
イッチング素子Ｓ６と第９スイッチング素子Ｓ９の制御電極に伝達し、第６スイッチング
素子Ｓ６と第９スイッチング素子Ｓ９をターンオフする。
【００８７】
　次に、第７スイッチング素子Ｓ７がターンオンされると、第２電源電圧線ＶＳＳの第２
電源電圧を第８スイッチング素子Ｓ８の制御電極と負出力端子ＯｕｔＢに印加し、第８ス
イッチング素子Ｓ８がターンオンされ、負出力端子ＯｕｔＢから第２電源電圧が出力され
る。そして、第８スイッチング素子Ｓ８がターンオンされると、第１電源電圧線ＶＤＤの
第１電源電圧を出力端子Ｏｕｔに出力する。このとき、第２容量性素子Ｃ２に保存された
電圧は、第４スイッチング素子Ｓ４から伝達された第１電源電圧と第８スイッチング素子
Ｓ８から伝達された第１電源電圧との電圧差にあたる電圧を保存する。このような第２容
量性素子Ｃ２に保存された電圧は、第１電源電圧を出力する際に、駆動回路で損失される
電圧を補償する。そして、第１スイッチング素子Ｓ１がターンオフされているので、入力
端子Ｉｎに印加される入力信号がハイレベルであってもローレベルであっても発光制御駆
動回路は同じように動作する。
【００８８】
　図８は、図４に示した発光制御駆動回路の第３駆動期間Ｔ５３における動作を示す回路
図である。
【００８９】
　第３駆動期間Ｔ５３では、第１クロック端子ｃｌｋａにローレベルのクロック信号が印
加され、第１スイッチング素子Ｓ１と第２スイッチング素子Ｓ２と第５スイッチング素子
Ｓ５がターンオンされる。まず、第１スイッチング素子Ｓ１がターンオンされると、入力
端子Ｉｎから伝達されるハイレベルの入力信号を第３スイッチング素子Ｓ３の制御電極に
印加して第３スイッチング素子Ｓ３をターンオフする。
【００９０】
　次に、第２スイッチング素子Ｓ２がターンオンされると、第１電源電圧線ＶＤＤの第１
電源電圧を第４スイッチング素子Ｓ４と第７スイッチング素子Ｓ７の制御電極に印加する
。第２スイッチング素子Ｓ２から伝達された第１電源電圧で第４スイッチング素子Ｓ４と
第７スイッチング素子Ｓ７はターンオフされる。
【００９１】
　次に、第５スイッチング素子Ｓ５がターンオンされると、第２電源電圧線ＶＳＳの第２
電源電圧を第６スイッチング素子Ｓ６と第９スイッチング素子Ｓ９の制御電極に伝達し、
第６スイッチング素子Ｓ６と第９スイッチング素子Ｓ９をターンオンする。第６スイッチ
ング素子Ｓ６がターンオンされると、第１電源電圧線ＶＤＤの第１電源電圧が第８スイッ
チング素子Ｓ８の制御電極と負出力端子ＯｕｔＢに印加され、第８スイッチング素子Ｓ８
をターンオフして、負出力端子ＯｕｔＢから第１電源電圧を出力する。そして、第９スイ
ッチング素子Ｓ９がターンオンされると、第２電源電圧線ＶＳＳの第２電源電圧を出力端
子Ｏｕｔに出力する。このとき、第２容量性素子Ｃ２は、第５スイッチング素子Ｓ５から
伝達された第２電源電圧と第９スイッチング素子Ｓ９から伝達された第２電源電圧との電
圧差にあたる電圧を保存する。このような第２容量性素子Ｃ２に保存された電圧は、第２
電源電圧を出力する際に、駆動回路で損失される電圧を補償する。
【００９２】
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　図９は、図３に示した発光制御駆動部の他の形態の発光制御駆動回路の構成を示す回路
図である。
【００９３】
　図９に示したように、発光制御駆動回路は、第１スイッチング素子Ｓ１、第２スイッチ
ング素子Ｓ２、第３スイッチング素子Ｓ３、第４スイッチング素子Ｓ４、第５スイッチン
グ素子Ｓ５、第６スイッチング素子Ｓ６、第７スイッチング素子Ｓ７、第８スイッチング
素子Ｓ８、第９スイッチング素子Ｓ９、第１容量性素子Ｃ１及び第２容量性素子Ｃ２を含
んでいる。
【００９４】
　第１スイッチング素子Ｓ１は、第１電極（ドレーン電極またはソース電極）が第３スイ
ッチング素子Ｓ３の制御電極に電気的に連結され、第２電極（ソース電極またはドレーン
電極）が入力端子Ｉｎに電気的に連結され、制御電極（ゲート電極）が入力端子Ｉｎに電
気的に連結されている。このような第１スイッチング素子Ｓ１は、制御電極にローレベル
の入力信号が印加されるとターンオンされ、入力端子Ｉｎに印加される入力信号を第３ス
イッチング素子Ｓ３の制御電極に印加する。
【００９５】
　第２スイッチング素子Ｓ２は、第１電極が第１電源電圧線ＶＤＤに電気的に連結され、
第２電極が第３スイッチング素子Ｓ３の第１電極と第４スイッチング素子Ｓ４の制御電極
と第７スイッチング素子Ｓ７の制御電極との間に電気的に連結され、制御電極が第１クロ
ック端子ｃｌｋａに電気的に連結されている。このような第２スイッチング素子Ｓ２は、
制御電極にローレベルのクロック信号が印加されるとターンオンされ、第１電源電圧線Ｖ
ＤＤから印加される第１電源電圧を第４スイッチング素子Ｓ４の制御電極と第７スイッチ
ング素子Ｓ７の制御電極に印加する。
【００９６】
　第３スイッチング素子Ｓ３は、第１電極が第４スイッチング素子Ｓ４の制御電極と第７
スイッチング素子Ｓ７の制御電極との間に電気的に連結され、第２電極が第２クロック端
子ｃｌｋｂに電気的に連結され、制御電極が第１スイッチング素子Ｓ１の第１電極に電気
的に連結されている。このような第３スイッチング素子Ｓ３は、制御電極に第１スイッチ
ング素子Ｓ１から伝達されるローレベルの入力信号が印加されるとターンオンされ、第２
クロック端子ｃｌｋｂから印加されるクロック信号を第４スイッチング素子Ｓ４の制御電
極と第７スイッチング素子Ｓ７の制御電極に印加する。
【００９７】
　第４スイッチング素子Ｓ４は、第１電極が第１電源電圧線ＶＤＤに電気的に連結され、
第２電極が第５スイッチング素子Ｓ５の第１電極と第６スイッチング素子Ｓ６の制御電極
と第９スイッチング素子Ｓ９の制御電極との間に電気的に連結され、制御電極が第２スイ
ッチング素子Ｓ２と第３スイッチング素子Ｓ３との間に電気的に連結されている。このよ
うな第４スイッチング素子Ｓ４は、制御電極に第３スイッチング素子Ｓ３から伝達される
ローレベルのクロック信号が印加されるとターンオンされ、第１電源電圧線ＶＤＤから印
加される第１電源電圧を第６スイッチング素子Ｓ６の制御電極と第９スイッチング素子Ｓ
９の制御電極に印加する。
【００９８】
　第５スイッチング素子Ｓ５は、第１電極が第６スイッチング素子Ｓ６の制御電極と第９
スイッチング素子Ｓ９の制御電極との間に電気的に連結され、第２電極が第２電源電圧線
ＶＳＳに電気的に連結され、制御電極が第１クロック端子ｃｌｋａに電気的に連結されて
いる。このような第５スイッチング素子Ｓ５は、制御電極にローレベルのクロック信号が
印加されるとターンオンされ、第２電源電圧線ＶＳＳから印加される第２電源電圧を第６
スイッチング素子Ｓ６の制御電極と第９スイッチング素子Ｓ９の制御電極に印加する。
【００９９】
　第６スイッチング素子Ｓ６は、第１電極が第１電源電圧線ＶＤＤに電気的に連結され、
第２電極が第７スイッチング素子Ｓ７の第１電極と第８スイッチング素子Ｓ８の制御電極
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と負出力端子ＯｕｔＢとの間に電気的に連結され、制御電極が第４スイッチング素子Ｓ４
と第５スイッチング素子Ｓ５との間に電気的に連結されている。このような第６スイッチ
ング素子Ｓ６は、制御電極に第５スイッチング素子Ｓ５から伝達される第２電源電圧が印
加されるとターンオンされ、第１電源電圧線ＶＤＤから印加される第１電源電圧を第８ス
イッチング素子Ｓ８の制御電極と負出力端子ＯｕｔＢに出力する。
【０１００】
　第７スイッチング素子Ｓ７は、第１電極が第８スイッチング素子Ｓ８の制御電極と負出
力端子ＯｕｔＢとの間に電気的に連結され、第２電極が第２電源電圧線ＶＳＳに電気的に
連結され、制御電極が第２スイッチング素子Ｓ２と第３スイッチング素子Ｓ３との間に電
気的に連結されている。このような第７スイッチング素子Ｓ７は、制御電極に第３スイッ
チング素子Ｓ３から伝達されるローレベルのクロック信号が印加されるとターンオンされ
、第２電源電圧線ＶＳＳから印加される第２電源電圧を第８スイッチング素子Ｓ８の制御
電極と負出力端子ＯｕｔＢに出力する。
【０１０１】
　第８スイッチング素子Ｓ８は、第１電極が第１電源電圧線ＶＤＤに電気的に連結され、
第２電極が第９スイッチング素子Ｓ９の第１電極と出力端子Ｏｕｔとの間に電気的に連結
され、制御電極が第６スイッチング素子Ｓ６と第７スイッチング素子Ｓ７との間に電気的
に連結されている。このような第８スイッチング素子Ｓ８は、制御電極に第７スイッチン
グ素子Ｓ７から伝達される第２電源電圧が印加されるとターンオンされ、第１電源電圧線
ＶＤＤから印加される第１電源電圧を出力端子Ｏｕｔに出力する。
【０１０２】
　第９スイッチング素子Ｓ９は、第１電極が出力端子Ｏｕｔに電気的に連結され、第２電
極が第２電源電圧線ＶＳＳに電気的に連結され、制御電極が第４スイッチング素子Ｓ４と
第５スイッチング素子Ｓ５との間に電気的に連結されている。このような第９スイッチン
グ素子Ｓ９は、制御電極に第５スイッチング素子Ｓ５から伝達される第２電源電圧が印加
されるとターンオンされ、第２電源電圧線ＶＳＳから印加される第２電源電圧を出力端子
Ｏｕｔに出力する。
【０１０３】
　第１容量性素子Ｃ１は、第１電極が第１スイッチング素子Ｓ１の第１電極と第３スイッ
チング素子Ｓ３の制御電極との間に電気的に連結され、第２電極が第２スイッチング素子
Ｓ２と第３スイッチング素子Ｓ３との間に電気的に連結されている。このような第１容量
性素子Ｃ１は、第３スイッチング素子Ｓ３の第１電極と制御電極との間に電圧差を保存す
る。
【０１０４】
　第２容量性素子Ｃ２は、第１電極が第９スイッチング素子Ｓ９の制御電極に電気的に連
結され、第２電極が第８スイッチング素子Ｓ８と第９スイッチング素子Ｓ９と出力端子Ｏ
ｕｔとの間に電気的に連結されている。このような第２容量性素子Ｃ２は、第９スイッチ
ング素子Ｓ９の第１電極と制御電極との間に電圧差を保存する。
【０１０５】
　ここで、有機電界発光表示装置の画素回路と発光制御駆動回路が同じ種類のトランジス
タで形成されていると、基板に画素回路を形成する際に、同じ基板上に発光制御駆動回路
を形成できるので、製造工程を簡単にすることができる。そして、同一基板上に画素回路
と発光制御駆動回路を形成すると、有機電界発光表示装置の大きさ、重さ及び原価などを
減らすことができる。図９において、発光制御駆動回路はＰＭＯＳトランジスタ（第１ス
イッチング素子乃至第９スイッチング素子）を用いて構成したので、ＰＭＯＳトランジス
タを用いて構成された画素回路と同一基板上に形成することにより、製造工程を簡単にす
ることができる。
【０１０６】
　図１０は、図９に示した発光制御駆動回路の動作タイミングを示したタイミングチャー
トである。
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【０１０７】
　図１０に示したように、発光制御駆動回路の動作タイミングは、第１駆動期間Ｔ５１、
第２駆動期間Ｔ５２及び第３駆動期間Ｔ５３を含んでいる。
【０１０８】
　第１駆動期間Ｔ５１では、入力端子Ｉｎにローレベルの入力信号が印加されて第１スイ
ッチング素子Ｓ１がターンオンされ、第１クロック端子ｃｌｋａにローレベルのクロック
信号が印加されて第２スイッチング素子Ｓ２と第５スイッチング素子Ｓ５がターンオンさ
れる。まず、第１スイッチング素子Ｓ１がターンオンされると、入力端子Ｉｎに印加され
るローレベルの入力信号が第３スイッチング素子Ｓ３の制御電極に印加される。ローレベ
ルの入力信号を伝達された第３スイッチング素子Ｓ３はターンオンされ、第２クロック端
子ｃｌｋｂから印加されるハイレベルのクロック信号を第４スイッチング素子Ｓ４の制御
電極と第７スイッチング素子Ｓ７の制御電極に印加する。次に、第２スイッチング素子Ｓ
２がターンオンされると、第１電源電圧線ＶＤＤの第１電源電圧を第４スイッチング素子
Ｓ４と第７スイッチング素子Ｓ７の制御電極に印加する。ハイレベルのクロック信号と第
１電源電圧を伝達された第４スイッチング素子Ｓ４と第７スイッチング素子Ｓ７はターン
オフされる。ここで、第３スイッチング素子Ｓ３の第１電極と制御電極との間に連結され
た第１容量性素子Ｃ１は、第１スイッチング素子Ｓ１から伝達された入力信号と第２スイ
ッチング素子Ｓ２から伝達された第１電源電圧の電圧差にあたる電圧を保存する。次に、
第５スイッチング素子Ｓ５がターンオンされると、第２電源電圧線ＶＳＳの第２電源電圧
を第６スイッチング素子Ｓ６と第９スイッチング素子Ｓ９の制御電極に伝達し、第６スイ
ッチング素子Ｓ６と第９スイッチング素子Ｓ９はターンオンされる。第６スイッチング素
子Ｓ６がターンオンされると、第１電源電圧線ＶＤＤの第１電源電圧を第８スイッチング
素子Ｓ８の制御電極と負出力端子ＯｕｔＢに印加し、第８スイッチング素子Ｓ８はターン
オフされ、負出力端子ＯｕｔＢから第１電源電圧が出力される。そして、第９スイッチン
グ素子Ｓ９がターンオンされると、第２電源電圧線ＶＳＳの第２電源電圧を出力端子Ｏｕ
ｔに出力する。このとき、第２容量性素子Ｃ２は、第５スイッチング素子Ｓ５から伝達さ
れた第２電源電圧と第９スイッチング素子Ｓ９から伝達された第２電源電圧との電圧差に
あたる電圧を保存する。このような第２容量性素子Ｃ２に保存された電圧は、第２電源電
圧を出力する際に、駆動回路で損失される電圧を補償する。
【０１０９】
　第２駆動期間Ｔ５２では、入力端子Ｉｎにハイレベルの入力信号が印加されて第１スイ
ッチング素子Ｓ１がターンオフされ、第１クロック端子ｃｌｋａにハイレベルのクロック
信号が印加されて第２スイッチング素子Ｓ２と第５スイッチング素子Ｓ５がターンオフさ
れる。このとき、第３スイッチング素子Ｓ３は、第１駆動期間Ｔ５１で第１容量性素子Ｃ
１に保存された電圧によりターンオンされ、第２クロック端子ｃｌｋｂから印加されるロ
ーレベルのクロック信号を第４スイッチング素子Ｓ４と第７スイッチング素子Ｓ７の制御
電極に伝達する。第４スイッチング素子Ｓ４と第７スイッチング素子Ｓ７は、ローレベル
のクロック信号を伝達されてターンオンされる。まず、第４スイッチング素子Ｓ４がター
ンオンされると、第１電源電圧線ＶＤＤの第１電源電圧を第６スイッチング素子Ｓ６と第
９スイッチング素子Ｓ９の制御電極に伝達し、第６スイッチング素子Ｓ６と第９スイッチ
ング素子Ｓ９はターンオフされる。次に、第７スイッチング素子Ｓ７がターンオンされる
と、第２電源電圧線ＶＳＳの第２電源電圧を第８スイッチング素子Ｓ８の制御電極と負出
力端子ＯｕｔＢに印加し、第８スイッチング素子Ｓ８はターンオンされ、負出力端子Ｏｕ
ｔＢから第２電源電圧が出力される。そして、第８スイッチング素子Ｓ８がターンオンさ
れると、第１電源電圧線ＶＤＤの第１電源電圧を出力端子Ｏｕｔに出力する。このとき、
第２容量性素子Ｃ２は、第４スイッチング素子Ｓ４から伝達された第１電源電圧と第８ス
イッチング素子Ｓ８から伝達された第１電源電圧との電圧差にあたる電圧を保存する。こ
のような第２容量性素子Ｃ２に保存された電圧は、第１電源電圧を出力する際に、駆動回
路で損失される電圧を補償する。
【０１１０】
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　第３駆動期間Ｔ５３では、入力端子Ｉｎにハイレベルの入力信号が印加されて第１スイ
ッチング素子Ｓ１がターンオフされ、第１クロック端子ｃｌｋａにローレベルのクロック
信号が印加されて第２スイッチング素子Ｓ２と第５スイッチング素子Ｓ５がターンオンさ
れる。このとき、第３スイッチング素子Ｓ３は、第１駆動期間Ｔ５１で第１容量性素子Ｃ
１に保存された電圧によりターンオンされ、第２クロック端子ｃｌｋｂから印加されるハ
イレベルのクロック信号を第４スイッチング素子Ｓ４と第７スイッチング素子Ｓ７の制御
電極に伝達し、ターンオフする。次に、第２スイッチング素子Ｓ２がターンオンされると
、第１電源電圧線ＶＤＤの第１電源電圧を第４スイッチング素子Ｓ４と第７スイッチング
素子Ｓ７の制御電極に印加する。第２スイッチング素子Ｓ２から伝達された第１電源電圧
で第４スイッチング素子Ｓ４と第７スイッチング素子Ｓ７はターンオフされる。次に、第
５スイッチング素子Ｓ５がターンオンされると、第２電源電圧線ＶＳＳの第２電源電圧を
第６スイッチング素子Ｓ６と第９スイッチング素子Ｓ９の制御電極に伝達し、第６スイッ
チング素子Ｓ６と第９スイッチング素子Ｓ９はターンオンされる。第６スイッチング素子
Ｓ６がターンオンされると、第１電源電圧線ＶＤＤの第１電源電圧を第８スイッチング素
子Ｓ８の制御電極と負出力端子ＯｕｔＢに印加し、第８スイッチング素子Ｓ８はターンオ
フされ、負出力端子ＯｕｔＢから第１電源電圧が出力される。そして、第９スイッチング
素子Ｓ９がターンオンされると、第２電源電圧線ＶＳＳの第２電源電圧を出力端子Ｏｕｔ
に出力する。このとき、第２容量性素子Ｃ２は、第５スイッチング素子Ｓ５から伝達され
た第２電源電圧と第９スイッチング素子Ｓ９から伝達された第２電源電圧との電圧差にあ
たる電圧を保存する。このような第２容量性素子Ｃ２に保存された電圧は、第２電源電圧
を出力する際に、駆動回路で損失される電圧を補償する。
【０１１１】
　図１１は、図３に示した発光制御駆動部の動作タイミングを示すタイミングチャートで
ある。ここで説明する発光制御駆動部は、図４または図９に示した発光制御駆動回路から
構成されている。すなわち、第１発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿１乃至第ｎ／３発光
制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿ｎ／３の動作は、図５または図１０のタイミングチャート
で説明したものと同じである。
【０１１２】
　図１１に示したように、発光制御駆動部の動作タイミングは、第１駆動期間Ｔ１、第２
駆動期間Ｔ２及び第３駆動期間Ｔ３を含んでいる。
【０１１３】
　第１駆動期間Ｔ１において、第１発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿１は、第１クロッ
ク端子ｃｌｋａがクロック線ＣＬＫに電気的に連結され、第２クロック端子ｃｌｋｂが負
クロック線ＣＬＫＢに電気的に連結され、入力端子Ｉｎが初期駆動線Ｓｐに電気的に連結
されている。第１発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿１は、ローレベルのクロック信号、
ハイレベルの負クロック信号及びローレベルの初期駆動信号を印加され、出力端子Ｏｕｔ
から第１発光制御線Ｅｍ［１］にローレベルの第１発光制御信号を出力し、負出力端子Ｏ
ｕｔＢから第１負発光制御線ＥｍＢ［１］にハイレベルの第１負発光制御信号を出力する
。このとき、第１発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿１は、図５または図１０における第
１駆動期間Ｔ５１の発光制御駆動回路と同じように動作する。
【０１１４】
　第２駆動期間Ｔ２において、第１発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿１は、第１クロッ
ク端子ｃｌｋａがクロック線ＣＬＫに電気的に連結され、第２クロック端子ｃｌｋｂが負
クロック線ＣＬＫＢに電気的に連結され、入力端子Ｉｎが初期駆動線Ｓｐに電気的に連結
されている。第１発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿１は、ハイレベルのクロック信号、
ローレベルの負クロック信号及びハイレベルの初期駆動信号を印加され、出力端子Ｏｕｔ
から第１発光制御線Ｅｍ［１］にハイレベルの第１発光制御信号を出力し、負出力端子Ｏ
ｕｔＢから第１負発光制御線ＥｍＢ［１］にローレベルの第１負発光制御信号を出力する
。このとき、第１発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿１は、図５または図１０における第
２駆動期間Ｔ５２の発光制御駆動回路と同じように動作する。そして、第１発光制御駆動
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部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿１から第１発光制御線Ｅｍ［１］にハイレベルの第１発光制御信号
が出力されたとき、第１画素回路部ＰＳ＿１乃至第３画素回路部ＰＳ＿３はそれぞれ第１
走査線Ｓｃａｎ［１］乃至第３走査線Ｓｃａｎ［３］からローレベルの走査信号が供給さ
れて動作する。第２発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿２は、第１クロック端子ｃｌｋａ
が負クロック線ＣＬＫＢに電気的に連結され、第２クロック端子ｃｌｋｂがクロック線Ｃ
ＬＫに電気的に連結され、入力端子Ｉｎが第１負発光制御線ＥｍＢ［１］に電気的に連結
されている。第２発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿２は、ハイレベルのクロック信号、
ローレベルの負クロック信号、ローレベルの第１負発光制御信号を印加され、出力端子Ｏ
ｕｔから第２発光制御線Ｅｍ［２］にローレベルの第２発光制御信号を出力し、負出力端
子ＯｕｔＢから第２負発光制御線ＥｍＢ［２］にハイレベルの第２負発光制御信号を出力
する。このとき、第２発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿２は、図５または図１０におけ
る第１駆動期間Ｔ５１の発光制御駆動回路と同じように動作する。
【０１１５】
　第３駆動期間Ｔ３において、第１発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿１は、第１クロッ
ク端子ｃｌｋａがクロック線ＣＬＫに電気的に連結され、第２クロック端子ｃｌｋｂが負
クロック線ＣＬＫＢに電気的に連結され、入力端子Ｉｎが初期駆動線Ｓｐに電気的に連結
されている。第１発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿１は、ローレベルのクロック信号、
ハイレベルの負クロック信号及びハイレベルの初期駆動信号を印加され、出力端子Ｏｕｔ
から第１発光制御線Ｅｍ［１］にローレベルの第１発光制御信号を出力し、負出力端子Ｏ
ｕｔＢから第１負発光制御線ＥｍＢ［１］にハイレベルの第１負発光制御信号を出力する
。このとき、第１発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿１は、図５または図１０における第
３駆動期間Ｔ５３の発光制御駆動回路と同じように動作する。第２発光制御駆動部Ｅｍｉ
ｓｓｉｏｎ＿２は、第１クロック端子ｃｌｋａが負クロック線ＣＬＫＢに電気的に連結さ
れ、第２クロック端子ｃｌｋｂがクロック線ＣＬＫに電気的に連結され、入力端子Ｉｎが
第１負発光制御線ＥｍＢ［１］に電気的に連結されている。第２発光制御駆動部Ｅｍｉｓ
ｓｉｏｎ＿２は、ローレベルのクロック信号、ハイレベルの負クロック信号及びハイレベ
ルの第１負発光制御信号を印加され、出力端子Ｏｕｔから第２発光制御線Ｅｍ［２］にハ
イレベルの第２発光制御信号を出力し、負出力端子ＯｕｔＢから第２負発光制御線ＥｍＢ
［２］にローレベルの第２負発光制御信号を出力する。このとき、第２発光制御駆動部Ｅ
ｍｉｓｓｉｏｎ＿２は、図５または図１０における第２駆動期間Ｔ５２の発光制御駆動回
路と同じように動作する。そして、第２発光制御駆動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿２から第２発
光制御線Ｅｍ［２］にハイレベルの第２発光制御信号が出力されたとき、第４画素回路部
ＰＳ＿４乃至第６画素回路部ＰＳ＿６はそれぞれ第４走査線Ｓｃａｎ［４］乃至第６走査
線Ｓｃａｎ［６］からローレベルの走査信号が供給されて動作する。第３発光制御駆動部
Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿３は、第１クロック端子ｃｌｋａがクロック線ＣＬＫに電気的に連結
され、第２クロック端子ｃｌｋｂが負クロック線ＣＬＫＢに電気的に連結され、入力端子
Ｉｎが第２負発光制御線ＥｍＢ［２］に電気的に連結されている。第３発光制御駆動部Ｅ
ｍｉｓｓｉｏｎ＿３は、ローレベルのクロック信号、ハイレベルの負クロック信号及びロ
ーレベルの第２負発光制御信号を印加され、出力端子Ｏｕｔから第３発光制御線Ｅｍ［３
］にローレベルの第３発光制御信号を出力し、負出力端子ＯｕｔＢから第３負発光制御線
ＥｍＢ［３］にハイレベルの第３負発光制御信号を出力する。このとき、第３発光制御駆
動部Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿３は、図５または図１０における第１駆動期間Ｔ５１の発光制御
駆動回路と同じように動作する。
【０１１６】
　以後の駆動期間は、前述した第１駆動期間Ｔ１乃至第３駆動期間Ｔ３の第１発光制御駆
動部乃至第３発光制御駆動部と同様に動作する。ここで、奇数番目の発光制御駆動部は、
第１クロック端子ｃｌｋａと第２クロック端子ｃｌｋｂが第１発光制御駆動部と同様に連
結されている。そして、入力端子Ｉｎが前段の負発光制御線に電気的に連結され、出力端
子Ｏｕｔから発光制御線に発光制御信号を出力する。偶数番目の発光制御駆動部は、第１
クロック端子ｃｌｋａと第２クロック端子ｃｌｋｂが第２発光制御駆動部と同様に連結さ
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れている。そして、入力端子Ｉｎが前段の負発光制御線に電気的に連結され、出力端子Ｏ
ｕｔから発光制御線に発光制御信号を出力する。
【０１１７】
　以上の説明は、本発明の有機電界発光表示装置及びその駆動回路を実施するための１つ
の実施例に過ぎず、本発明は前述した実施例に限定されることはなく、特許請求の範囲で
請求した内容に基づいて本発明の要旨を逸脱せずに当業者であれば誰でも多様な変更実施
が可能であり、その範囲まで本発明の技術的な範囲があると言える。
【図面の簡単な説明】
【０１１８】
【図１】従来の有機電界発光表示装置の発光制御駆動回路の構成を示す回路図である。
【図２】本発明に係る有機電界発光表示装置の構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の一実施例に係る発光制御駆動部の構成を示すブロック図である。
【図４】図３に示した発光制御駆動部の発光制御駆動回路の構成を示す回路図である。
【図５】図４に示した発光制御駆動回路の動作タイミングを示すタイミングチャートであ
る。
【図６】図４に示した発光制御駆動回路の第１駆動期間Ｔ５１における動作を示した回路
図である。
【図７】図４に示した発光制御駆動回路の第２駆動期間Ｔ５２における動作を示した回路
図である。
【図８】図４に示した発光制御駆動回路の第３駆動期間Ｔ５３における動作を示した回路
図である。
【図９】図３に示した発光制御駆動部の他の形態の発光制御駆動回路の構成を示す回路図
である。
【図１０】図９に示した発光制御駆動回路の動作タイミングを示すタイミングチャートで
ある。
【図１１】図３に示した発光制御駆動部の動作タイミングを示すタイミングチャートであ
る。
【符号の説明】
【０１１９】
　１００　有機電界発光表示装置
　１１０　走査駆動部
　１２０　データ駆動部
　１３０　発光制御駆動部
　１４０　有機電界発光表示パネル
　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿１　第１発光制御駆動部
　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿２　第２発光制御駆動部
　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ＿ｎ／３　第ｎ／３発光制御駆動部
　Ｅｍ［１］　第１発光制御線
　Ｅｍ［２］　第２発光制御線
　Ｅｍ［ｎ／３］　第ｎ／３発光制御線
　ＰＳ＿１　第１画素回路部
　ＰＳ＿２　第２画素回路部
　ＰＳ＿３　第３画素回路部
　ＰＳ＿４　第４画素回路部
　ＰＳ＿５　第５画素回路部
　ＰＳ＿６　第６画素回路部
　ＰＳ＿ｎ－２　第ｎ－２画素回路部
　ＰＳ＿ｎ－１　第ｎ－１画素回路部
　ＰＳ＿ｎ　第ｎ画素回路部
　Ｓ１　第１スイッチング素子
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　Ｓ２　第２スイッチング素子
　Ｓ３　第３スイッチング素子
　Ｓ４　第４スイッチング素子
　Ｓ５　第５スイッチング素子
　Ｓ６　第６スイッチング素子
　Ｓ７　第７スイッチング素子
　Ｓ８　第８スイッチング素子
　Ｓ９　第９スイッチング素子
　Ｃ１　第１容量性素子
　Ｃ２　第２容量性素子

【図１】 【図２】
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